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　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな
がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 7 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市商工・ブランド振興課（☎77・8722）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

ファームステイしたカナダの広大な自然

海外での経験を生かし
新たな特産品開発を担当

　７月から地域おこし協力隊に就任しました西濵
美穂です。市役所の商工・ブランド振興課に所属
して、柳川の食の新たな特産品づくりを担当しま
す。これから市内のいろんな場所に顔を出します
ので、見かけたときはお声かけいただけるとうれ
しいです。さて、今回は広報紙に初めての登場で
すので、簡単に私のプロフィールを紹介します。
　私は、東京生まれ東京育ちです。前職は通信系の
会社で企業間の契約や支払いなどを 12 年ほど担当し
ていました。その間、カナダのビクトリアという街
でファームステイを1年ほど経験。料理が好きなので、
カナダ滞在中にはレシピライターとして働くことも
できました。これまでの経験を生かして、柳川の新
しい特産品づくりのお手伝いができればと思ってい
ます。柳川に来てさっそく、有明海で獲れるシタビ
ラメの一種「クチゾコ」の大きさに驚きました。また、
市内で収穫される「ヒシ」をまだ見たことがないので、
どんな食材なのか楽しみです。これから柳川をもっ
と勉強していくので、よろしくお願いします。

　8 月末で、地域おこし協力隊として 3 年間の任
期満了を迎えます。在任中は多くの人に本当にお
世話になりました。私の主なミッションは、柳川
の特産品の PR。コロナ禍前は、全国ざまざまな場
所での物産展など、数々のイベントに参加するこ
とができました。大勢の人と触れ合いながら、柳
川の魅力を伝えられることが本当に楽しく、とて
もやり甲斐を感じていました。どれも貴重な経験
でしたが、その中でも特に印象深かったのは、柳
川ブランド 10 周年記念ポスターの製作です。全て
の認定事業者へ足を運び、一人一人と話しをしな
がら、撮影を進めました。後で撮影した画像を確
認すると、画像に事業者の人柄や仕事への誇りが
写り込んでいるように感じ感激しました。それは、
柳川の魅力を作り上げ、支えている人たちの存在
に気付いた瞬間でした。
　おこし隊卒業後も、引き続き柳川に定住する予
定です。微力ですが、これからも一市民として、
柳川の魅力を語り継いでいこうと思っています。

10周年記念ポスター（左）と全国を飛び回った物産展

これからも柳川の
魅力の語り手として

西濱 美穂（45歳）

【プロフィル】市商工・ブランド振興課に
所属。食の新たな特産品づくりを担当

New Face

堤 圭（54歳）

【プロフィル】市商工・ブランド振興課に所
属。柳川特産品の販売・PR などを担当
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